
21 22 23 24 25

理事会・評議員会の開催
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒
理事会4回、評議員会1回を継続して開催する。
70％以上の出席があり今後も継続する。

役員会の開催
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 継続して開催する。（4回/年）

福祉だよりの発行（年２回）
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

継続して編集部により内容の充実を図り実施す
る（2回/年）。区長の協力のもと全戸配布を継
続して行う。

地区社協の拠点整備（おもてなしサロン明星）
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒
Ｈ19年3月より拠点整備ができている。今後も継
続して活用方法の充実を図る。

各種会則・規約の整備
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 必要に応じて、その都度整備を行う。
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活動資金の確保
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

継続して区長 民生委員等の協力のもと、社協
会費及び共同募金活動の強化を図る。（社協会
費1戸500円）

執行部体制の強化
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ より一層の体制強化を図る。

小中学校との交流学習（２校）
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒
小中学校とのより一層の連携を図り、福祉学習
の交流事業を継続して実施する。

児童クラブ等行事等協力
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒
児童クラブや子ども広場での交流事業の協力を
継続して実施する。

離島（安居島）訪問
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

今後も継続して実施する。(市社協が実施する離
島介護サービス対策事業の1回分とあわせて安居
島訪問。）安居島ミニデイ実施（1回）

ボランティア団体の研修
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒
大学生のボランティアを受入れた研修事業を継
続して実施する。
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ふれあい・いきいきサロン事業
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒
18ヵ所のサロンへの支援等を継続して行う。
（研修事業を年3回開催）

寝たきり高齢者訪問（敬老の日）
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒
民生委員の協力のもと介護用品の配布を継続し
て実施する。

給食サービス事業（年４回）
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒
継続して年4回の給食サービスを実施する。(お
菓子・業者弁当・2回はﾎﾞﾗﾝﾃｨｱが調理し配布。)

寝たきり老人実態調査
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 民生委員の協力のもと継続して実施する。

高齢者交流大会の開催（グランドゴルフ大会他）
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

サロン利用者を対象(10月開催)及び地区内の高
齢者を対象（3月/100人以上参加）のグランドゴ
ルフ大会を継続して開催する。

公民館事業との協力
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

高齢教育部（しめ縄等）とのつながりがある。文化芸
能祭でサロン啓発等も実施しているため、今後もより
一層の協力体制強化を図る。

在宅福祉・生きがい
介護予防サービス
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地区広報委員会・区長会・民協との協働
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ より一層の連携を図る。

自主防災組織との連携
検
討

充
実

⇒ ⇒ ⇒
自主防災、地区防災組織との連携のあり方を検討
する。

日赤活動への協力
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒
松山市北条赤十字奉仕団等と連携し、更なる募金
活動への周知啓発を図り、社資募集の協力に努め
る。

各種団体助成
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 今後も地区内の団体への助成を継続し協働を図る。

地域包括支援センターとの連携
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

月1回の相談窓口の設置（おもてなしサロン明星）や
健康講座・健康相談を実施する等、今後も包括支援
センターとの更なる連携強化を図る。

まちづくり協議会・準備会との連携
検
討

充
実

⇒ ⇒ ⇒
6月から準備会が立ち上がり、まちづくりの視点から
も連携に努める。

おもてなしサロン視察研修
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒
市内のサロンや他市等の状況を研修し、レベルアッ
プを図る。

地区社協の視察研修
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒
他市の地区社協の活動等について学習し、地区社
協の事業充実を図る。
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関係団体との協働
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